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迅速な高感度イムノセンシングを行うことのできる表面プラズ

モン励起増強蛍光（SPF）センサーチップの開発を目指し、酸化亜

鉛に特異的に結合する抗体断片を利用した二重特異性抗体を用い

て、酸化亜鉛コーティングプラズモニックチップについて研究を進

めてきた。これまでに、チップ上で 1pM 以下の腫瘍マーカー

Epidermal Growth Factor Receptor（EGFR）を高感度に検出すること

ができた[1]。しかしながら、このアッセイではターゲットである

EGFR を予め蛍光標識しており、実用化のためには蛍光標識検出抗

体を用いたサンドイッチアッセイとする必要がある。本研究では、

サイトカイン Interleuikin-6（IL-6）をターゲットとし、酸化亜鉛コ

ーティングプラズモニックチップ上に二重特異性抗体を捕捉抗体、蛍光標識抗 IL-6 抗体を検出抗

体としたサンドイッチアッセイを行った。そして、従来のサンドイッチアッセイ[2]より迅速かつ

高感度な IL-6 検出に取り組んだ。 

ピッチ 400 nm の 1 次元周期構造をもつモールド

（NTT-AT 製）を用いて、光ナノインプリント法によりレ

プリカを作製した。これに銀を膜厚およそ 120 nm、酸化亜

鉛を膜厚 25 nm になるように成膜した（Fig. 1）。サンドイ

ッチアッセイでは、溶液量は 10 L で、抗酸化亜鉛-抗 IL-6

二重特異性抗体、濃度調製した IL-6、Alexa647 標識抗 IL-6

抗体を順に注入し、アッセイ時間は 30 分以内であった。

SPF 計測では、波長 633 nm の He-Ne レーザー光を用い、

表面プラズモン共鳴角に入射角を固定し、検出角に対する

蛍光強度を光電子増倍管で計測した。 

本プラズモニックチップでは共鳴角は 0 度近くとなっ

たため入射角を 0 度に固定し、蛍光強度はピーク位置の検

出角 8 度で評価した(Fig. 2)。その結果、1pM 以下の濃度の

IL-6 について定量的な評価ができた。以上より、サンドイッチアッセイを用いた系で、少量の試

料かつ迅速なアッセイで fM レベルの高感度検出を実証できた。 
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Fig. 1 プラズモニック 
チップの AFM 像 
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Fig. 2 100 fM の IL-6 アッセイにおけ

る検出角に対する蛍光強度プロット.
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